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このような部分画面の集合が与えられた後には， ( i )いかに部分画面を配置して観測対象を含んで
いるモザイク画面を構成するか， (ii) モザイク画面中に空白領域(観測もれの部位)が存在するか否
か， (iii)空白領域を取り囲む部分画面の集合の決定，および( iv)冗長な部分画面の検出が問題となる.




( i )に関し，モザイク画面が空白領域を持たないための配置グラフの条件を示し， それを検証する
手順を提案している. (iii) , (iv) に関して，配置グラフの各点を特徴づけることによって効率よく目
的の部分画面を探索する手順を提案している.
以上の各手順は画面そのものを取り扱わずに，配置グラフを取り扱うことで少ない記憶容量で計算
機により実行されている.
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機により実行されている.
以上の諸問題の解決の他，観測対象の意味情報を利用した部分画面の大まかな位置決めの一方式が
提案され検討されている.
当研究の結果は，航空・衛星写真，胃カメラ写真，眼底写真をはじめ，種々の画面の集合からモザ
イク画面を再構成する際に広く応用できる.
論文の審査結果の要旨
航空・衛星写真，胃カメラ写真，眼底写真等のように観測される対象が視野より大きい場合，各部
分に分けて観測が行なわれる.本論文はかくして得られた部分画面の集合を対象として，空間ベクト
ルと関連づけられたグラフを導入することにより部分画面を貼り合わせることによりモザイク画面を
再構成する手法を提案している.
本法によれば部分画面の観測が位置的にランダムに行なわれ，しかも画面中に空白領域とか冗長な
部分画面がある場合でも能率よくモザイク画面を再構成することが可能で、ある.さらに本法における
部分マッチング手順の能率化を計って，観測対象の意味情報を利用した部分画面の大まかな位置決め
の一手法を提案している.
これらの手法は種々の画像処理技術に応用できる本著者提案による新しい技法であり，博士論文と
して価{直あるものと認められる.
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